
　
　
　
　
　
　
　

　
１
番
は
フ
ラ
ン
ス
、２
番
が
ド
イ
ツ
、

３
番
目
は
ア
メ
リ
カ
。
こ
れ
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
中
部
の
バ
ガ
ン
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
（
２
０
１
３
年
）
の
上
位
３

カ
国
だ
。ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
全
体
で
は
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
約
７
割
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、
バ
ガ
ン
は
欧
米

諸
国
の
人
た
ち
か
ら
特
に
高
い
人
気
を

集
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
無
数
に

点
在
す
る
パ
ゴ
ダ
や
寺
院
な
ど
の
仏
教

遺
跡
。
欧
米
人
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
大

課
題
が
山
積
す
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
の
聖
地

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
人
気
の
高
さ

と
は
裏
腹
に
、
バ
ガ
ン
に
は
ま
だ
ま
だ

観
光
面
で
の
課
題
が
多
い
。
ま
ず
は
、

受
け
入
れ
体
制
の
問
題
だ
。
ホ
テ
ル
観

光
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年

に
約
５
万
人
だ
っ
た
外
国
人
観
光
客

は
、
民
政
移
管
後
に
急
激
に
増
加
し
、

２
０
１
３
年
に
は
約
20
万
人
に
達
し

た
。
今
後
も
さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ

れ
る
が
、ツ
ア
ー
や
観
光
商
品
の
開
発
、

観
光
案
内
所
の
整
備
、人
材
育
成
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
で
の
対
策
が
追
い
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。そ
こ
で
去
年
、

バ
ガ
ン
の
観
光
開
発

に
日
本
が
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。

　「
日
本
は
こ
れ
ま
で

に
も
数
多
く
の
遺
跡
観

光
地
で
支
援
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ
る
こ

と
こ
そ
が
、
私
た
ち
が

協
力
す
る
強
み
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」。
こ
う

語
る
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
総
括
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
、
株
式
会
社

コ
ー
エ
イ
総
合
研
究
所

の
木
村
剛
さ
ん
。
ス
リ

ラ
ン
カ
の
シ
ー
ギ
リ
ヤ

ロ
ッ
ク
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ロ
ン
湾
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
光
地
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
、
観
光
分
野
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。
今
回
の
最
大
の

目
標
は
、
２
０
１
７
年
ま
で
の
３
年
間

で
、「
バ
ガ
ン
観
光
開
発
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
。
そ
こ
で
、「
観
光
管
理
・

体
制
」「
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
観
光

人
材
育
成
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
試
験
的
に
取
り
組
む
活
動
の
計

画
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

　
ま
ず
は
現
地
の
行
政
担
当
者
や
、
観

光
業
界
で
働
く
人
た
ち
を
集
め
た
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
彼
ら
が
主

体
と
な
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い

る
。「
常
に
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
い
う
木
村
さ

ん
。
集
客
、
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
、

交
通
や
治
安
の
改
善
な
ど
、
多
様
な
視

点
か
ら
考
察
す
る
よ
う
に
導
い
た
こ
と

で
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

を
生
か
し
た
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
、
計
画
が
進

ん
で
い
る
の
が
、
周
辺
の
村
と
連
携
し

た
ツ
ア
ー
の
企
画
だ
。「
観
光
客
の
お

目
当
て
は
遺
跡
な
の
で
、
基
本
的
に
滞

在
日
数
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
漆
器
や

織
物
と
い
っ
た
伝
統
工
芸
品
を
作
っ

て
い
る
村
な
ど
に
も
足
を
伸
ば
し
て

も
ら
い
、
地
域
住
民
に
も
経
済
効
果

を
波
及
さ
せ
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
」。

他
に
も
、
土
着
信
仰
で
あ
る
ナ
ッ
神

の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ポ
ッ
パ
山

を
訪
れ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
、
旅
行
大
手
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
か
ら
も
専
門
家
が
参
加
し
て
い

る
。
ツ
ア
ー
や
商
品
開
発
に
加
え
、
ホ

テ
ル
ス
タ
ッ
フ
や
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成

に
も
、
業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
観
光
開
発
と
の
両
立
が
常

に
問
題
と
な
る
の
が
、
遺
跡
の
保
全

だ
。
環
境
社
会
配
慮
を
担
当
す
る
米

川
真
美
さ
ん
は
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
制
度
が

未
整
備
な
の
で
、
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
を
基
に
、
現
地
の
行
政
機

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
超
え
た

〝
観
光
開
発
〞
を

関
と
一
緒
に
配
慮
す
べ
き
点
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
規
制
が

な
い
た
め
、
現
地
に
は
観
光
客
が
登
る

こ
と
が
で
き
る
寺
院
も
存
在
し
、
遺
跡

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
と
い
っ
た
環
境
面
で

の
問
題
も
深
刻
だ
。

　
ま
た
バ
ガ
ン
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア

ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
と
共
に
、
世
界
三

大
仏
教
遺
跡
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
が
、
意
外
に
も
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
国
は
将

来
的
な
登
録
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て

い
て
、
そ
の
取
り
組
み
に
も
配
慮
が
必

要
と
な
る
。
遺
跡
を
活
用
し
た
観
光
開

発
に
積
極
的
な
ホ
テ
ル
観
光
省
、
遺
跡

の
保
全
を
第
一
に
考
え
る
文
化
省
、
さ

ら
に
民
間
セ
ク
タ
ー
や
地
域
住
民
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
意
見
を

す
り
合
わ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
木
村
さ
ん
。「
そ
れ
ぞ

れ
の
主
張
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、

現
地
の
人
た
ち
の
力
で
持
続
で
き
る
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
に
自

問
自
答
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
話
す
。

　
活
動
計
画
は
、
今
年
６
月
か
ら
徐
々

に
実
践
に
移
し
て
い
く
予
定
だ
。
バ
ガ

ン
で
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
に
、
国
内

の
他
の
地
域
に
適
用
さ
せ
て
い
く
こ
と

も
目
指
し
て
い
る
。
名
実
と
も
に
、
バ

ガ
ン
が
世
界
の
観
光
地
と
し
て
発
展
し

て
い
く
た
め
に
、
国
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

漆器が有名な西プワーソー村と、機織
りの実演が行われているミンナントゥ
村。どちらも遺跡エリアから近く、観光
客の取り込みに力を注いでいる

［右］さまざまな標識や看板が混在しているため、
統一した案内板の導入が計画されている
［左］遺跡のすぐそばにもゴミが不法投棄されてい
て、地域住民や観光客への啓発活動が必要だ

観光客増加を
チャンスにつなげる！
ミャンマーが誇る世界三大仏教遺跡の一つ、バガン。
観光地としてのさらなる発展を目指し、
今、あるプロジェクトが進められている。
成功への鍵を握るのは“官民連携”、
そして“遺跡保全との両立”だ。

Myanmar
ミャンマー 広大な平原に大小さまざまな仏教遺跡が立ち並ぶバガン

活動計画について話し合うワーキンググループのメンバー。今後は日本での研修も行われる予定だ

夕焼けに染
まる遺跡群

の姿は神秘
的だ

特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

ネピドー

from

バガン
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